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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、 中世伊勢神道 の思想 とその歴史的位置 について考察 したもので ある。 中世伊 勢神
道 は、度会神道、或 いは外宮神道 とも称 され るよ うに、平安末か ら鎌倉時代 にかけて、主 とし
て伊勢神宮の外宮祠官度会氏 の間 に生起 した神道 説である。伊 勢神道 は、 同時代 に生起 した両
部神道 と並んで神道説の嗜矢 をなす ものであ り、 とりわけ伝統 的な神 を主体 とする立場に立つ
もので あった ことか ら、そ の後 の神道思想 に大きな影響 を及ぼ した とい う意味 で、 神道史上き
わめて重要な ものである。 にもかかわ らず 、伊 勢神 道に対 する歴 史的評価 は必ず しも明確 では
な い。その原因は、江 戸時代 におけ る中世神道批判 に遡 る。江戸 時代に入 る と、 宋学 を中心 と
す る儒学が思想界の主導権 を握 ることにな る。宋学 が激 しい排仏 思想 を伴 って いた ことか ら、
中世神道の持つ神仏習合的要素の故 に、 これを否定 した。 また、考証学 的古典研究 が発達 した
ことに伴い、古人 に仮託 して述作 された 中世神 道書は、偽 書 として、また荒唐 無稽 の書 として、
厳 しい批判 にさ らされた。 さらに、江 戸後 期に入 る と国学 が勃興 した。国学者 は外来 思想伝 来
以前の古代 を理想視 する ところか ら、 儒仏 との混交 によって成 り立って いる中世神道 説を、 古
来の神道 の教えをゆがめる もの として否定 したのである。 これ ら伊勢神道批判 の論点 を整理 す
る と、次 の三 点に要約 できる。
一 伊勢 神道書 が古 人に仮託され た偽書 であ り信ず るにた りない書で あること
二 外宮 の祭神 を国常立尊 と説 くよ うに古典 に基 づ く正 しい伝承 を恣意的 に歪 めている こと
三 仏教や儒教、道家 の思想 な どを援用 して牽強 付会 の説 を展 開 して いること
明治以後 の神道研究 も国学者の神道研究 を土台 として出発 したため、かか る近世 的国学 的伊
勢神道観 の影響 を受けて いる。 た とえば、清原貞雄氏は、神道五部書につ いて、 「清浄 を尚び、
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正直の徳 を重んず る事 と、不 自然なる人為策 を斥けて上古 の簡純 を強調す る事」 およびその底
に流れる神国思想 の存在 を重視 し、かか る思想 が我が 国における神道説 の嗜矢 として後代の神
道 説 に大 きな影 響 を与えた と述 べて、そ の歴史的意義 を評価 しつつ も、その内容は、 「仏、儒、
老、道等 の諸教及び陰陽五行 の説な どを取 り合わせて一種 の神道説 を構成 した ものであって、
そ れ らは多 くは牽強付会か然 らざれば甚 しく蕪雑 なもの」 であるが故 に、後代 への影 響 も 「悪
い意味に於 て も」大 きかった と見て いる。
とは いえ、伊 勢神 道 を神道史 の展開 のなか に位置づ け理解 しよ うとす る歴 史主義 的観点 に
立 ってそ の意義 を再評価 しよう とす る研究 は大 きな進展 をみせ た。宮地直一氏や西 田長男氏に
よ り、 当時の仏 家の立場を主体 とす る本地垂　思想 に基 づ く神仏習合観、お よびそ れ を基盤 と
す る両部 神道が 唱道 される とい う時代状況 のなか で、 は じめて神 を主体 とす る神道 説 を構築
し、 吉田神道か ら近世儒 家神道 に至 る神道思想 の展 開の先駆 けをな した という歴史 的役割 が高
く評価 され た。 一方、津 田左右吉氏 によ り伊勢神道 の形成 に援用 された儒教や道家 の思 想な ど
中国思想 の分析 がなされ、道家思想 と五行思想が伊勢神道 の神観念 の成立 に大 きな 役割 を果 た
した ことが指摘 された
戦後 の伊勢神道研究 に最 も大 きな役割 を果た した のは久保 田収氏の研究で ある。氏 は伊 勢神
道書 の文献学的研究 を進 める一方、それ まで あま り光 をあて られ ることのなか った 両部神道や
山王神道、三輪流神道 な どの仏家神道の研究 を精 力的 に行 い、 中世神道 の全体像 の把握 とそ の
歴史的展 開の解 明を行 った。 まず、伊勢神道書 の成立 につ いては、鎌倉初期 の成立 と思 われ る
『宝基本記』 を除き、多 くが文永 ・弘安の頃 に成立 した と見、そ の撰述者 として度会行忠が想
定 され ること、そ の成立 に当た っては 『中 臣祓訓解』 のような初期の両部神道書 の影響が ある
こと、等 を指摘 した。仏家神道 との関係 につ いては、伊勢神道 との交流や影響 のもとに 『麗気
記』な どの主要 な両部神道書が述作 され、つ いで 山王神道や三輪流神道 ・御流神道 な どが 出現
す るとし、 中世神道思想 の淵源 としての伊勢神道 の重要性 を説 いた。思想内容 につ いて は、神
を主体 とす る吉 田神道 の反本地垂述思想の先駆 けをなす ものであ り、神国思想 の強調 と正直 と
清浄の徳 の重視 に特色 を見て いる。 その上で、伊勢神道が成立 して くる時代背景 として、元竃
による神 国思想 の高 ま りと我が国固有の道の 自覚がある と指摘 し、その後の伊勢神道研究 に大
きな影 響 を与えた。
戦後 の伊 勢神道研究 におけ る新たな動向 として、その存在の歴史的評価 について の新たな視
点が提起 された ことを忘れてはな らない。 黒 田俊雄 氏の顕密体 制論がそれである。氏 は、 中世
における正統 的 とされた宗教のあ り方 を顕 密体 制 と規定 し、中世の宗教思想 に対 す る新たな分
析視 角を提示 したが、その顕密体 制を支 える論理 と思考 を顕密主義 と名付け、 その典型 を天台
本覚思想 に求 める。本地垂　思 想は この天台本覚思 想か ら生み出された ものであ り、 中世の神
道 説が この本 地垂　思 想に立脚す る ことは、 そのよって立つ基盤 が顕 密主義 にある ことを示す
ものである と説 く。 さ らに、 一見、仏教思想 を排 除 し独 自の思想 を説いているかに見える伊勢
神道 も、そ れが説 くところの正直や清浄 の観 念 は本覚思 想 に由来す るものであ り、 「所詮伊 勢
神道 は、顕 密主義 のよ り徹底 した新たな一形態 ・一流派 として成立 し、そ うい うもの として展
開 した」 と してその中世的性格 を強調 し、伊勢神道 の出現 に 「民族 固有 の意識 の拾頭 をみなけ
ればな らぬ とした通説 的固定観念」 を批判 した。
このように、伊 勢神道 をめ ぐっては、我が 国にお ける神道思想 の先駆 けをな し、後代 の神道
説 に影響 を与 えた とい う歴史的位置や神主仏従 の思想 の提唱、神国思想 の強調な どに民族 固有
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の意識 の発現 を認 め、 これ を評価す る見方が ある一方で、その思想の混交的性格や偽書性、 さ
らには思想 内容が 固有性独 自性 もつ との見方の欺隔性が指摘 され るといった状況 の下で、そ の
評価 はまだ明確 に定 まってはいな い。そ の原因は、テキス トとしての伊 勢神道書が古人 に仮託
された もので成立年代や著者が必ず しも明確ではな いこと、伊勢神道書 の成立 に影響 を与 えた
とみ られ る両部神道 をは じめとす る仏家神道書の成立 につ いて も不明の点 が多 いこと、伊勢神
道書 の内容が儒教 ・道教 ・仏教等の諸思想の用語や概念 を援用す ることで成 り立 ってお り雑駁
で 内容 を理解す る ことが 困難で思想 内容 自体の解明が まだ まだ不十分である こと等、かな り基
本的な面で の研究が立 ち後れて いることにある。
本論文 はかか る伊勢神道研究 の現状 を一歩で も前進 させ るため に、思想 史の立場か ら伊勢神
道 の思想 内容 のよ り突 っ込んだ理解 と、そ の上に立 った歴史的役割の解 明に取 り組 もうとした
ものであ る。具体的 には、第一 に、神道五部書を 中心 とす る伊勢神道書 に援 用 された外来思想
を詳細 に検討 し、伊勢神道 におけ る神信仰 のロゴス化の論理 と思想 を解 明す る こと、第二 に、
伊勢神道 を平安末か ら鎌倉時代 にか けての思想史の展開の 中に位置づける ことによ りその成立
の意義 を明 らか にす ること、第三 に、伊勢神道の思想がその後の神道説に どのように受容 され
たか を検 討す ること、以上三つの側面か ら光 を当てる ことによ り、伊 勢神道 の歴史的意義 の究
明を試みた もので ある。
まず 第一章では、伊勢神道の経典的位置 にある神道五部書の成立に外来思 想が どのように関
わ ってい るのか を検 討 した。第一節は、神道五部書 と仏教思想の関連 を取 り上げた もので、神
道五部書 に取 り入れ られている仏典 に由来 する語 句や仏教的な用語 について子細 に検討 を加え
ることを手がか りとして、伊勢神道 における神仏関係 について考 察 した もので ある。述作 に参
照された仏典 を見 ると東密関係の ものが中心 であ り、伊 勢神 道の成立 には仏 教のなかで も東密
との関係が深い と見 られ ること、神道五部書 の言説 の重要 な箇所 に 『無量寿経』や 『長阿含経』
の文 章が用 い られ ているが、仏教 的意 味合 いを抜 き取 り記紀 神話の世界 に適合 的な形 に改変 さ
れて取 り込 まれてお り、仏教思 想を 自己表現 の材 料 として用いている こと、 神 と仏、神道 と三
宝 を対 比的に論 じる姿 勢が顕著 であ り、仏教 との対 比において神道 の独 自性 を求めよ うとする
姿 勢が認め られ る こと、初期 の両部神道書 である 『中臣祓訓解』の影響が と りわけ顕著 であ り、
特 に神道五部書 の説 く宇宙 の根源神 として の大元神 の観念 は、 『中臣祓訓解』 の神仏観 を参考
に成立 している こと、総 じて神道五部書 は、当時 の本地垂　 説に基 づ く神仏 同体思 想 を脱却 し、
仏 に対す る神 の独 自性 を強調す る立場 に立つ もの とみ られ る こと、等 を指摘 した。
第二節 では、神道五部 書 と道家思想 の関連 を取 り上げ た。 まず、最初 に、神道五 部書の立場
が神仏峻別 の立場 にある ことを確認 し、そ の背景 として神宮祭祀 にお ける厳 しい仏教禁忌 の伝
統 を指摘 した。そ の上で、伊勢神道 は、両部神道等か ら一線 を画 した独 自の教 説を うち立てる
ため の柱 として様 々な外来思想 を援用す るが、そ の柱 と して用 い られたのが道家思想で あった
ことを、神道五部書 の言説 にお ける道家思想 に典拠 を持つ言葉 を精査す ることを通 して確 認す
るとともに、神観 と神 人関係 という神道説の根幹 を成す言説 に道家の言葉が援用 されて いる こ
とを明 らか にした。すなわ ち、神道五部書 の述作 に用 い られた道家 の書は主 に 『河上公注老子』
と 『老子述義』の二書で あること、伊勢神道は神 々の根源 をなす一神、 大元神 として国常立神
を措定 し、 この神 を人間 の知覚 を超越 した宇宙の本源的存在 と説 くが、そ こで は明 らか に道家
の 「道」 についての言説 を用いて説明がな されてい ること、道家の 「道 」は万物 を超越す る と
ともに、万物に内在 し万物 を万物た らしめる存在であ るが、 この 「道」 の観念が神観 にも応用
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され、神 は人 間の心 に宿 るとの内在 的神観が説かれ、それ 故に神 に対 する人間の心の あ り方が
重要視 され るにいたること、の三点 を指摘 した。次 いで、 かか る神道五部書 の神観念は、実は
初期 の両部神道 書である 『中臣祓訓解 』 に胚胎 していた ことを、 神道 五部書 と中 臣祓訓解の言
説 を対比 しつ っ論証 した。『中臣祓訓解』は本覚思想 の神仏不二 の立場 か ら内外両宮 を胎蔵 界 ・
金剛界 に配 当し、両宮 の神 を法性神 たる大元尊神 の化現 せる もの と説 くとともに、 「この心、
本よ り本覚真如 の理な り」 とい う絶対 的一元論 に立 って 「心」 を重視するが故 に、 「己心清浄。
諸仏在二此心一」 と説 くのである。 この ことか ら、神道五部書 の神観 を特色づ ける根源神 とし
て の国常 立神の観念や 内在 的神観 念は、 『中臣祓訓解』 にそ の先駆的な観念 が存在 してお り、
神道五部書は 『中臣祓訓解』 の依拠す る仏教思想 を取 り去 り、それ に替 えるに道 家思想を以 て
その理論的基礎づ けとした と見 られ る ことを指摘 した。
第三節では、従来、著 者、成 立年代 ともに不詳 とされて きた 『大元神 一秘書』 について考 察
を加えた。 本書は、 日本の古典 はもとよ り、道家 ・儒家 ・仏家 の典籍か らの引用文 か ら成 って
お り、 しか もそ こに引用され た文章が度会行忠 のr神 名秘書』 に引用 された もの と一致す る。
さ らには・ 本書 と神道五 部書 とを比較検討 してみ ると・神道五部書が依拠 して いる道 家思想 を
中心 とす る外来思想の出典 の多 くを本書 に見 いだす ことがで きる。 この ことを手がか りに、 本
書は度会行 忠が伊勢神道 書を述作 した 際の手控 えノー ト的な書物 であ り、伊勢 神道 への道 家思
想 の導入は行忠 による もので ある こと、r御 鎮座次第記』 『御 鎮座伝記』 『御 鎮座本紀』 の神宮
三部 書が行忠 の述作 にかか るこ と、 『宝基 本記』 に も彼の手が入 ってい ると考 え られ る こと、
等 を指摘 した。
第二章で は、 本地垂　思想や仏家神道 とは一線 を画す る独 自の神道思想が形成 され た思想史
的背景 について考察 した。第一節では、 『長寛勘文』 にお いて展開 されて いる伊勢 ・熊野 同体 ・
非 同体論争 に着 目し、熊野 の神 とい う新たな国家神 の登場 に伴 う神宮 の権威の動揺 と、 いわ ゆ
る中世神話へ と展 開 して い く神話の再解釈 の動きの 出現 を指摘 し、そ こに中世 的神道世界 の開
幕 を見た。次 いで、 山王神道や三輸流神道な どの仏家神道 の論理 につ いて検討 を加 え、それ ら
の神道説 の主張 の根幹 に伊勢の権威 の相対化ない しはその超克が あ り、それ を支 える論理が本
地垂　思想で ある とした。 これ らの思想史上の動向は、院政期以降の古代的神祇秩序 の解体 に
伴 う神信仰 の変貌 を示す ものであ り、 中世 とい う神々の 自己主張の時代の到来 を物語 るもので
あ る。 神々は古代的権威 の頂点にあった伊 勢神宮 を相対化 し、 自己の存在の優 位性 ・尊貴性 を
喧伝 しよ うとした のであ る。伊勢神 道の課題は、 かかる 「神々の下剋上」の時代 の到来 を目の
前に して、改めて神宮の至尊性 を唱道 し主張す る ことにあった。 そのためには、他社が神宮 を
相対化 しよ うとす る本地垂　の論理 は無力であ り、 自ず か ら、 古代的神話を基盤 とす る神宮皇
祖神観 と神国思 想の強調 とい う個別主義 の論理へ と傾斜せ ざるを得ない。だ が、 それでは人々
を救済す る開かれた神 とい う時代 の要求 に応答す る ことはで きない。そ こに宇 宙の根源神 とし
ての国常 立神 とい う新 たな神格 の創 出 と現 当二世 の救済神 という神徳 の強調 な どの開かれた神
として の神宮 をめ ぐる教説が説 き出され る所以が あると し、伊勢神道 をはじめ とす る神道 説の
成立基盤 を、 単に元底 による神 国思想 の高 ま りと見 るべ きで はな く、平安末以 降の神祇 世界の
変貌 に求 めるべきである と主張 した。
第二節で は、 中世神道 を平安末か ら鎌倉時代 にか けて の歴史 的変動 の所産 と見 る立場 か ら、
この時代 の人々の思想 に大 きな影響 を与 えた末法思想 との関係 を考察 した。周知 のよ うに、 院
政期以降、末法思想は仏教 の辺土観 と結びつ いて人 々の危機意識 を深化 させた。 この末法 の世
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の粟散辺 土に生き る劣機 の衆 生が いか にして救われ るか、それが この時代の宗教的思想的課題
であ り、その課題への応答 として法然以下 の新仏教者が登場するのである。 他方、神祇界では、
平安 末に神 々が 日本を捨 て去 った との風説が広 く取 り沙汰 され たよ うに、仏 教 の護法神観を基
礎 にお く善神捨国思想が現れ た。末法思想へ の一つ の応答の形 といえよ う。 しか し、注 目すべ
きは平安末 か ら鎌倉 時代 にか けて編纂 された説話集 において、 末法の時代の時処機相応の救済
者 として 日本の神々を重視 し、神 に往 生を祈 る話が一つの大きな潮流 として出現す ることであ
る。 しか も、そ こに登場 する神 々は熊野や八幡、 日吉、そ して春 日な ど早 くか ら仏教 と深いか
かわ りを持 ち、 本地垂述思想 を基盤 とす る習合神 とも言 うべき開かれ た神 々であ った。 この こ
とは、 末法 の世の時処機 相応 の救済者 と して の神観念が この時代の大 きな流 れ として存在 した
ことを示す ものである。 中世神道は、 このような神 々を中心 とする末法思想 の超克 の動きの中
か ら生み 出され た もの と見 る ことがで きる。そ こで仏家神道 を代表す る山王神道 と両部神 道を
比較 してみる と、 前者 が本地垂述思想 に立脚 し末法 ・辺土相応 の救済神 として の 日吉神を説 く
のに対 して、後者 は本覚思想 に基づ く神仏不二論 と神国観を結 びつける ことで 日本 を仏土な り
と歌 い上げ ている。 この両部神道 の論理は 日本の特殊性を仏教 思想によって 意味づけ ることで
末法思想 を超克 しよ うとす るものであ る。伊勢神道の形成 を両 部神道が触発 した所以 もかかる
論理 の特性 にある と論 じた。 さ らに、初期の伊勢神道書を見 る と末代濁世観 が明 白に存在 して
お り、形成期 の伊勢神道 もまた末法思想 の克服 とい う歴史的課 題を共有 していた ことを指摘す
る とともに、そ の克服 の方向 として広大な神徳を持つ濁 世相応 の救済者 を強 調す る方向 と、神
国 とそ こに生きる神 の子孫(神 胤)と いう特殊性 を強調す る方 向の二つ の方 向がみ られるが、
後者が主流 となって伊勢神道は展開 して いくことを指摘 し、伊 勢神道が鎌倉 新仏教 と同 じ土壌
か らの所産で ある と主張 した。
第三節で は、平安末以 降に展開 され る神宮 をめ ぐる本地垂　 説の展 開の様 相 を、神宮を取 り
巻 く僧侶や神官 の動 向と結び付 けなが ら解 明 しよ うとした。神宮 をめ ぐる本 地垂　説は十 二世
紀初頭 まで さか のぼ り、 はじめは観 音本地説が支配 していたが、次第 に真言 密教の僧侶 の問に
天照大神信仰が高 ま り大 日如来本地説が生起する。 それが重源 の参宮 を契機 として密教僧 を中
心 に活発化 した僧侶 の参宮や法楽活 動 によって神 宮周辺 に伝 え られ、外宮 の地位 向上を図ろ う
とす る外宮祠官 の動 きと関わ りあいなが ら内外両 宮を金胎両部 の大 日に配 当す る思 想が完 成 し
両部神道の形成 を見 るに至る こと、 また、外宮 の本地仏 を阿弥 陀仏 とす る思想 もあった ことを
指摘 した。その上で、 このよ うな神 宮をめ ぐる状況 の把握な しに伊勢神道 の歴史 的意義 を理解
する ことはで きな いとした。
第三 章では、 伊勢神道の教 説を解 明する とともに、後代へ の影響 の様相 をた どる ことで、そ
の歴 史的意 義を明 らかに しよう とした。第一節で は、伊勢神道 の外宮祭神論 を取 り上げ、そ の
意義 を考察 した。伊 勢神道の唱道 には、外宮祠官が至尊 の神た る内宮 に対抗 しそ の祭神 を尊貴
な らしめん とす る意 図があった ことはよ く知 られて いる。 この祭神 をめ ぐる言説 は、伊勢神道
の作為性 が最 もよ く現 れている点 として古来批判 されて きた点で ある。それだ けに、そ の作為
の様相 を探 る ことで逆 に伊勢神道解 明の手がか りが得 られ ると考え られる。従来、伊勢神道は
外宮 の祭神豊受大神 を始源神国常立神 と同体異名 とす ることで祭神の至尊 性 を主張 した とみな
されて きたが、神道五 部書 につ いて精査す ると、豊受大神 と同体 とされるのは天御 中主神であ
り、 しか も この同体説 は 『宝基本記』 と 『倭姫命世記』 には存在せず神宮 三部書 にお いて 出現
す る と指摘 し、天御 中主神 との同体が説かれ る意味 について、伊勢本 『古語拾遺』 において皇
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孫 ニニギ ノ尊の母方の祖神に天御 中主神が位置づ け られて いる ことを考 え合 わせ る と、 この作
為 の意味は外宮皇祖神観の唱 道にある とした。次 いで、 この見方 を補 強す る もの として平安末
期 頃か ら外 宮の相殿に皇孫ニ ニギ ノ尊 を祀 る とす る観念が現れ、 これが伊勢神道 で も継承 され
て いる ことを指摘 した。最後 に、 この外宮祭神 をめ ぐる同体論 は、神道五部 書以降、天御 中主
神 か ら国常立神へ と比重を移 して行 くこと、それ は伊勢神道が縁起性 を脱却 し、普 遍的教説の
確 立へ と性格 を変えてい くことに対応す るもので あることを指摘 した。
第二 節では、 まず、伊 勢神道 の形成が縁起説 を軸 どして行われ、神話 に基盤 を置 く神宮 皇祖
神観 が強調 され る こと、そ の ことを通 して伊勢神道 にお ける神道 の固有性 ・独 自性 の 自覚 が促
され た ことを指 摘する とともに、正直や清浄 の重視、 内在 的神観 の如 き教説 の面 に関 しては、
神宮祠官 の祭祀体験 が背景 にあると した。そ の上で、 この両者 の関係 について、伊 勢神道 では
後者 の教説 面の普遍性 を主張す る一方で、かか る普遍性が前者 の個別性 を媒介 として獲得 され
ると考 えていた と見 られ る ことを指摘 し、伊勢神道 の成立 を、 日本的特殊性 のなかに外来 の普
遍主義 的思想 を取 り込み、古代 的神か ら中世的神へ の脱皮 を図った もの と意義 づけた。
第三節で は、伊勢神道 の教説が神道 をいかな るもの と規定 した のか を分析す る とともに、 こ
の伊勢神道 のうち立てた神道観が後代 の神道思想 にどの ように受 け継がれて いるか を明 らか に
す る ことによっで、伊勢神道 の歴史的意義 を考察 しよ うとした。 まず、神道五部書 を中心 とし
た伊勢神道書 において神道 とはいかな るものと考 え られて いた のか を検討 した。そ の結果、祖
先崇拝 の道 ・道徳 的な道 ・心 を修め る道の三つの側面 を持つ ものとして神道 を捉 えていると見
た。第一 の祖先崇拝 の道 として の側面は、第一節で明 らか にしたよ うに、伊勢神道が両宮 の神
をともに皇祖神 である と強調 して、神宮 を 「宗廟」な りと説 くことに示 され る。た だ し、 ここ
で注意すべ きは、神宮 を単 に天皇の祖神 と説 くだけではな く、君 臣上下、すなわち天下万民 の
祖神な りとす る点 である。伊勢神道では、人間 を 「神胤」つ ま り神々 の子孫で あると規定す る。
そ の神々 の 「大宗」 「大元」 は神宮で あ り、 したが って、神宮は万民の祖神で あると主張す る。
か くして、皇祖神 の祭祀 とい う血統 の論理 を天下万民に まで押 し広 げ ることによ り、万民 に開
かれた神 として の神宮 を主張す るのである。第二の道徳的な道 としての側面は、神 に対す る人
間のあ り方 として正直や孝 という徳 目を重視する ことや、 天皇による政治 を神意の実現 にある
と規定 し、具体的な政治理念 を儒教的徳 治主義に求める ことな どに現 れてい る。第三 の心 を修
め る道 としての側面 は、 「丹心」 「謹慎之誠」 「内清浄」 な どの言葉 で雑念 な き清 らかな心 を神
道 のあるべき心のあ り方 として強調 している ことに示 され る ものであ り、第二 節で説 いたよ う
に、 その背景 には祭祀の場における神官の体験 があるもの と思 われる。 これ ら三つの側面の構
造体 として伊 勢神道の神道 観は形成 され ている と見 られ る。 このよ うな神道五 部書 を中心 とす
る初期伊勢神道 書の思想 は、 南北朝期 の度会 家行 によ り継承大成 され たが、家行 の大成者 とし
ての役割 は、 初期伊勢神道 が持っていた縁起性 を脱却 し、仏教 に対 峙 しうる教 説 としての神道
とい うものを確 立 しよ うとした点 にあると した。家行 は初期伊勢神道 に内包 され ていた 「心 を
修 める道」 としての神道 の側 面を重視す る とともに、漢籍 のみ な らず仏典や両部 神道 書も援用
しなが らそ の神道 説を展 開 している。そ こには、 これ らの教説 の背後 には普遍 的な 「道」が存
在 してお り、そ の個別 的現れ として神道 ・儒教 ・仏教等 を捉え ようとす る発想が見て取れ る。
この ことか ら、 家行 は 「心 を修 める道」 と して の神道 の側面 を軸 として神道 の普遍化 を図った
と言 うことがで きる と論 じた。伊勢神道 の思想的影響下 に独 自の思想 を構築 した 人に慈遍 と北
畠親房が いる。慈遍 は徳 の体現者た る天皇が 民を教化す る君道 こそが神道 に他な らな いとし、
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親房は伊勢神道 の神孫為君思想 と万民神胤観に基づき、神道 を神 国た る 日本 の君臣上下 の践 む
べき道、すなわち 「神国の要道」 とし、神勅や神器 に現れた正直 を核 とす る徳 に基 づいた生き
方 を説いて いる。 これ ら二人の思想は、南北朝 という社会的政治的変革期 にあって、伊勢神道
の持 って いた第一 と第二の側 面を発展せ しめたもの とみ ることがで きるとと もに、 この流れ は
近世の儒家神道へ受け継がれ展 開 してい くことになる。 中世 の最後 を飾 る吉 田神道 は伊勢神道
の根源 神 としての神観念 を継承 し、 天地を生成せ る超越者で あると同時 に万物 に内在す るもの
として神 を規定す るとともに、 この神の宿 る場 として の心 を重視す ることで、神道 を 「心 を守
る道」 とす る。それは伊勢神道 の持 っていた 「心 を修 める道」 として の神道 を深化発展 させ た
もの と理解す ることができる。以 上の考察か ら、近世以降、そ の偽書性 ・作為性が指弾 されて
きた伊 勢神道が、実は中世神道 のみな らず近世 ・近代 の神道観 をも規定す る存在で あった こと
は明 らかであ り、神道史上にお ける伊 勢神道 の意義 は ここにあると指摘 した。
補 論に収めた二つの論文 は、以 上のよ うな私 の伊勢神道論 を補強す るた めのもので ある。補
論一 では中世の神国思想を取 り扱 った。 ここで は従来 の神国思想研 究が元冠 との関連 を重視 し
政治 的側 面か ら理解 しよ うと して きたのに対 して、神国思想はすでに院政期か ら高 ま りを見せ
る こと、 その場合の神国思想 には末法 の世 の救済 の論理 として仏者の問 に顕在化 して きた と認
め られ る面がある ことを指摘 した。そ して、 この院政期 に顕在化する神国思想では、神話 に基
づ く伝統 的神 国観 と本地垂　思想が結び合わ され ることによって、 末法の世 にあっては垂　神
た る 日本 の神 々に救済 を求め ること こそが時処機相応の道 である と説かれ るとともに、かか る
動 きが神 国の民はみな神 の子孫な りとの万民神胤観 を導き出す ことになった ことを指摘 した。
補論二 は神宮宗廟観 の歴史的変遷 につ いて の考察である。 神宮を宗廟 の語で表現す ることは
十二世紀 頃か ら朝廷 にお いて顕著 にな るが、そ の一般化 には伊勢神道 の果た した役割が大 きい
と考え られ る。伊勢神道は、その神道説の柱 に、神宮を皇祖神 の社で ある とともに天下万民の
祖神 の宮で ある との観念 を置 いて いる。そ のため に積極 的に この宗廟 の語 を採用 しよ うとした
ものと見 られ る。 この観念は吉 田神道 に継承 された。 吉田神道 では、神 宮 を宗廟の語で呼ぶだ
けでな く、神社 を廟 と呼んでいる例 も認め られ る。 それ は、 吉田神道が神 と人 との心を媒介 と
する霊的一体性 を主張す るとともに、伊勢神道の万民神胤観 を継承 して これ を補 強 しよ うとす
ることに由来す る。 この伊勢神道か ら吉 田神道へ と展開す る神宮宗廟観 の流 れは、 神胤思想を
軸 として神信仰 と祖先崇拝を結びつけ、そ こに神道の固有性 を求 めよう とした中世神 道の思想
的営み を端的 に示す ものである と論 じた。
平 安末か ら近世 にかけての神 信仰や宗教思 想の展開の中で捉 えるとき、伊勢神道が神道思想
の歴 史的展開の要の位置 を占める重要な役割 を担っていることは明白で あ り、そ の後 の神道思
想 の骨格 をなす思想の原 型は伊 勢神道 において形作 られた と言 って も過言で はない。 近年、 中
世神道 の研究 は大 きな進展 を見せ つつある。 一つは、伊勢神道 の担い手で あった神宮祠官 と両
部神道 な ど仏家神 道の担 い手 となった僧侶 との間に緊密な交流の あった ことが明 らか にされ、
伊勢神道 と両部神 道 とい う概念 区分 を再検討 すべ きとの見方が示 されて いる。 しか し、 同 じく
神宮 を核 とす る言 説 とはいえ、両者が立脚す る基本的立場は異な ってお り、本論文で 明 らか に
した ように、伊勢神道 の思想 の独 自性 とそ の歴史的役割の重要性 は明 らかであ り、そ の限 りに
お いて研究概念 として の伊勢神道 を否定す る ことには無理があ ると考 え る。二つ には、神宮祭
主大 中臣氏 を媒介 とす る朝廷 の神祇官 人の思想 と伊勢神道 との関係の指摘であ る。 この問題 に
つ いて は、史料的 な面で まだ研究が緒 につ いたばか りと言えるが、伊 勢神道 と道家思想 との関
一137一
わ りを考え る上で も重要な視点 であ り、今後 の伊勢神道研究の重要な課題で あると思われ る。
いず れにせ よ、伊勢神道の思想 内容 自体 の解 明もまだ不十分で あ り、今後の伊勢神道研究 に思
想 史学の果たすべき役割 はきわめて重要で あると考 える。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、第1章 か ら第3章 まで の3章(そ れぞれが三節 に分れ る)と 「補論」2編 とか ら
な り、 「序 」 と 「あ とがき」 が付 され ている。
「序」 では、論者 の意 図が、 中世伊 勢神道 の思想 の内実 と歴史 的意 義 とを、社会 的背景 と関
連 づけて とらえ ることにある、 と説 く。
第1章 「神道五部書 の成立 と外来思想」で は、伊勢神道 の成立 と外来思想 との関わ りを追求
す る。
第 一節 「神道五部書 と仏教思想」で は、神道五部書は、①仏教 をあくまで 自 らの神道思想 の
内容 を表現 する手段 として使用 した、②仏教 と対比 し神道 の独 自性 を強 く説 く、③初期の両部
神道(仏 家神道 の一つ)の 神観念 に学 んで大元神 の観念 を創出 した、④ 当時 の仏本神従の本地
垂述設か ら脱却 しよ うとす る意 図が強 くみ える、 と論ず る。
諸家 の見解 の分れ る、五部書 の神仏関係論 につ いて、 自らの見解 を的確 に表示 している。
第2節 「伊勢神道 の形成 と道家思想」では、五部書の神仏関係論の前提 には、伊勢神宮の祭
祀 にお ける仏教禁忌 の伝統が控 えて いると した上で、五部書の記述 と道教文献 との精密な比較
検討 を通 じて、五部書 は道教文献 を重ん じ道教思想 を積極 的に摂取す ることによって、仏家神
道 とは異 なる、神 中心 の神道説 を創 出 しえた、 と説 く。
この所論 は、形成期伊勢神道 の中心 的部分が道家思想 を摂取す ることによ って成立 した事実
をは じめて具体 的に解 明 した もので、研究史上の意義が大であ る。
第3節 「伊 勢神道 の形成 と度会行 忠」では、① これ まで著 者 ・成 立年代 ともに不 詳だ った
『大元神一秘書』が度会行忠の著 述であ り、成立 は文永 ・弘安 の頃で ある、②五部書の うちの、
いわ ゆる神宮三部 書は、① を踏 まえ ると行 忠の述作 によ る とみな しうる、 『宝基 本紀』 に も行
忠 の手が加 わって いると考 え られ る、③道家思想 の導入 によって、仏家神道 とは異なる、神 中
心 の神道観 を樹立 した のは行忠であ った、 と説 く。
前節 ととも に、伊 勢神道 の成立事 情や 内容 に関す る未究 明の事 実 に新 たな光 を当てた もの
で、研究史 上の意義が大 きい。
第2章 「伊勢神道成立 の思想的背景」では、鎌倉時代 の伊 勢神道の成 立 と展開が、 いかなる
社会的 ・思想的現実か ら生み出 されたか を探る。
「第1節 伊勢神道 の成立 とその時代」では、 まず、 ①平安 末期12世 紀以 降、 本地垂述 説の発展
に支え られて、熊野 の神や 山王、三輪 の神 の台頭 による神宮権威 の動揺 と記紀神話 の再解釈(中
世神話の構築)の 動 きがみ られた、 とした上で、②伊勢神道 は、神宮 が、 かか る 「神々の下克
上」 に対抗 して、その尊貴性 をいかな る根拠で保持するか とい う課題 を担 わせ られた ところに
成立する、③伊勢神道は、神宮皇祖神観 ・神国思想の形成 と宇宙 の根元神 たる国常立神 の創 出
とい う形で この課題 に答えた、 と説 く。
伊 勢神道 の成立 の原 由を、従 来説のよ うに元冠 による国家意識 の高ま りにではな く、平安末
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以降の社会変動 と神祇世界の変貌に求めた もので、注 目すべ き貴重な新見解 である。
第2節 「伊勢神道 と末法思想」 では、平安末期以降鎌倉時代 にかけて、諸宗教は末法の世 の、
辺土 日本 に生きる、劣機の衆生 をいか にして救 うか とい う共 通の課題 を担っていた、 とした上
で、伊勢神道が、(a)神は末世相応 の救済 を人々に もた らす と説 くこと、(b)日本国=神 国、 日本
人=神 胤 との規定 に立 って、神 の恩 恵 は末 法時 の制約 を超 えて 日本国 の人々 に及ぶ と説 くこ
と、 この二つ の方向(と くに後 者)に お いて、 前記の課題 に応えた、 と説 く。 加えて、 伊勢神
道は鎌倉新仏教 と同一の土壌か らの所産だ と説 く。
伊勢神道 の従来未究明の重要な事実 に始めて光 を当て た貴 重な知見である。
第3節 「伊勢神宮 をめ ぐる本地垂迩思想」では、①神宮 をめ ぐる本地説は、12世 紀初頭の観
音本地説 にさか のぼる、②12世 紀 後半か ら13世 紀初めにかけて真言密教の僧の問で大 日如来本
地説が生起 した、③13世 紀中頃には、②の動きが伊 勢に伝わ り、 神宮祠官の間 に内外両宮 を金
胎両部の大 日(本 地)に 配す る思想が形成 された、 同時 にそ の周辺で両部神道の形成がな され
た、④外宮 の本地仏 を阿弥陀 とする思想 も形成された、 と説 く。
この期 の神宮 をとりまく僧侶や神官 の動向 を的確に把握 しつつ、上記の事実 をその動向 と関
連づ けて立体的 に記述 している。
第3章 「伊勢神道の思想 とその展開」では、伊勢神道 の中心的教説 をとらえなお し、かつそ
の後 代へ の影響 を探る。
第1節 「伊勢神道の外宮祭神 論」では、①五部書では、外 宮の祭神豊受大神 を、通説の よう
に国常立神 とではな く、天御 中主神 と同体 とした、② この見 地は、五部書中で成立時が降 る神
宮三部書 にな って現れ る、③、① にみ られ る作為一記 ・紀 の記述の改変の意味は、外宮皇祖説
の唱導 にある、④五部書ののち、豊受大神=国 常立神 とい う同体 観が主流を 占め るよ うにな り、
それ に伴 って伊勢神道は 「普遍 的」 教説への道を歩む、 と説 く。
第2節 「初期伊勢神道の思想」 では、伊勢神道は、(a)古代 神話 に基づ く神宮皇祖神観の強調
と神道 の固有性、独 自性 の主張(個 別 主義 的思考)、(b)正 直 ・清 浄の重視 と内在的神観 の提唱
(普 遍主 義的思考)、 この両面 をもち、 かつ(a)が(b)を取 りこむ ことによって固有信仰 を生か し
た中世的神道説の姿 をと りえていた、 と説 く。
伊 勢神道 の本質規定の上で、重 要な提言である。
第3節 「伊勢神道の発展 と継承」 では、初期伊勢神道 を、 祖先崇拝の道 を説 く面、 道徳 的な
道 を説 く面、心 を修 める道を説 く面、以上三つの側 面か らなる構造体 とみな した上で、 かかる
構造 の神道思想が、その後、度会 家行、慈遍 と親房、吉 田兼 倶 らによって どのよ うに継 承され
たかを追及す る。そ して、伊 勢神 道は、近世以降その作為性、偽 書性 が指弾 される こともあっ
たが、 実は 中世だけではな く近 世 ・近代の神道思想をも深 く規 定 していた、 と説 く。
「補 論一」 の 「中世神 国思 想の一側 面」 では、従来 の神国思想 の研 究が元冠 との関連 を重視
し政治 的側 面か らこれを とらえてきたのに対 し、次 のように是正 を迫 る。す なわち、伊 勢神道
は、古代神 話に基 づ く伝統 的神 国観 と平安 末期以来台頭 した本地垂　説 とを結合 して、 日本の
神 々による救済 こそが当時 の時処機 に相応 した救済 である ことを当時 の人々に提示す る面にそ
の本領 を有 した、 と。加 えて、か かる主張 は神国の民はみな神胤 である とい う観念 を も伴 って
いた、 とする。
「補論二」 の 「中世 にお ける神宮宗廟観 の成立 と展開」 では、① 形成期伊 勢神道 は、神宮 を、
(a)皇祖神 の社、(b)天 下万民(=神 胤)の 祖神 の宮、 この二つ の面か ら宗廟 とみな して いた、②
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この見地 は吉田神道 によ り基本 的に継 承され た、③ 神宮宗廟観 は、神道の固有性を強調す る 中
世神道 の思 想的営みを代表 的に表現す る、 と論ず る。
万 民神胤観 の成立 とそ の意義 をめ ぐる論述が と くに傾聴 に値 する。
総 じて 本論文 は、 中世伊勢神道 の成立 ・展 開の前提 に存す る、社会 的動 向に極 力 目配 りし、
かつ 「外来」 と 「伝統」 との結合す る思想 の全体構造 を対象化 して客観 的に とらえる、 とい う
視点 ・方法 に立脚 して、 中世伊 勢神道 に考察 を加え、①伊勢神道 の成立 と道教思想 との関 わ り、
②そ の神仏 関係論 の特色、③そ の成立 に果た した度会行忠 の役割 の重要性、④ その形成並び に
思想 内容 のもつ、 中世 の社会動向や本地垂　説 ・末法辺土観な ど との関わ りの実相、⑤個別主
義的思考が普遍主義的思考 をと りこむそ の独 自の思想構造、⑥後代へ の影響、な どをめぐって、
まった く新たな見解 を提示 してい る。 この成果は、 中世伊勢神道研究史上画期的な ものと評価
でき る。
よ って、本論文 の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るもの と
認め られ る。
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